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1は じめに

周 りに城壁をめ ぐらす一般的なギ リシア ・ローマ期の都市遺跡は、城壁

によって内部と外部を機能的に分割することができる。城壁の内部とは、

戦争などの危急時に長期的な籠城に耐え得るだけの十分な設備を有する空

間であり、この中だけで日常生活の最低限をまかなうことができる空間を

さす。対 して外部とは、常に外界の脅威にさらされる危険地帯 といえる。

この危険地帯は死者の遺体を埋葬する墓域 としても使用されることが多 く、

総 じて この地域を生者の街に対する死者の街、「ネクロポリス」とよんで

いる。

ギ リシアの著述家PlutarchのrLifeofRomulus』Dに よれば、 「都

市」の創建建設にあたっては、まず事前の儀礼として築くべき 「都市」の

外周線に沿って、地面に黎溝をつくることから始まる。この作業によって

都市の境界線は明確化 し、城壁はこの溝線にほぼ一致する結果 となる。

この摯溝儀礼で特筆すべきことに、都市設計上、門に該当する地点で一

旦黎を上げて土を掘 り起 こさずに放置するという事実がある。当時の創建

者または創建に携わる人々は、儀礼的な吉方に城門を設置することよりも、

まず、「都市」に連絡す る既存の街道、または新規の街道に接続 しやすい

位置に城門を設置することに重 きをおいている2)。 こうした必然的 ・意図

的に設置された城門の外辺にあって、「都市」に直結 した街道沿いに建造

されることの多か った当時の墓は、創建当初か らその墓域 となる場所が決

定 されていたともいえるのである。

人が長年生活を営むとき、その最終的な結末である死 という現実に直面

する。死者の処理 という問題は、「都市」として機能する以上、死体の衛

生管理面ばか りでなく、墓地の土地管理面か らもさけることの出来ない課

題の一つである。死体処理の場ともいえる城壁外の墓域は、我々が考える

以上に一般生活と密着 した非常に近 しい関係にあるのであり、人の意識下
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においても両者は遠 く隔たることはない。

立地的には異なる城壁の内と外ではあるが、両者は日常生活の中で共に

深 く関与 し、それぞれが全く単独に存在することは決 してありえない。

「都市」とは本来、市民が恒常的に生活を営むに十分な場所をさすので

あって、城壁の内や外 といった立地的な差異に左右されることはない。本

稿では、立地上、ともすれば個別化されることの多い城壁の内外を一っの

有機的なっなが り持つ生活機能集合体と捉え、便宜的に城壁内の空間を内

区、城壁の外を外区とし、両者を統合 した総合空間をもって 「都市」とす

る。

パル ミラにおいては、外区に墓を形成するという当時一般的であった都

市創建の法は成 り立たない。表面的には内区にも墓の存在が認められるた

めである。 これは創建以後のパル ミラ新都市開発による設計変更、または

移転によるためという見方が一般的である。

1.パ ル ミラの概 略

パル ミラ(Palmyra)は 、紀元前1世 紀頃から紀元3世 紀頃までに旺盛

を極めたオアシス都市である。ローマ帝国とパルティア(ア ルサケス朝)

帝国との間にあって、一時期ローマの属州となることはあったが、基本的

には中立的な立場を もって商業をおこなっている。地中海世界とメソポタ

ミア世界とを直接結ぶ重要な交通の要衝として栄えたパル ミラは、機能面

か らも都市 としての設備面か らも隊商都市3)と 呼ばれ るに十分な都市で

あった(図1・2)。 現在のパル ミラ遺跡はシリア=ア ラブ共和国の大部

分を占めるシリア砂漠の中心にあって、西方の首都ダマスカスと東方の

ユーフラテス河沿いにあるデリゾールを結ぶ シリア砂漠横断道路の休息地

点として栄えている。

現存するパル ミラ遺跡の城壁は、内区の西方にあたる通称 「墓の谷地

区」と呼ばれる墓域 と内区の西南にあたる 「西南地区」4)に一部認め られ
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る最外郭の城壁、これとは別に、ベル神殿や列柱道路、劇場、アゴラと呼

ばれる取引所などパル ミラ遺跡の主要な建造物を取 り囲む独立する城壁、

別名 「ゼノビアの城壁」と名付けられた城壁があり、パル ミラはこの二っ

の城壁からなるといわれてきた(図2)。

従前、パル ミラ最外郭の城壁は、西南地区以外の墓域をすべて取 り込む

ものと推定 されている。西南地区だけがパルミラ都市の最外郭として城壁

に取 り囲まれない理由は、パル ミラ都市の移転という時間的な経過によっ

て説明することが可能である。

パル ミラ旧都市の存在は、「ゼノビアの城壁」内部の建造物が列柱道路

に刻まれた顕彰碑文も含めて二世紀以前のものをほとんど含まないこと、

「城壁」北部に塔墓と神殿墓が取 り込まれていることなどから、「城壁」

の南方、澗河(ワ ージ)を 隔てた現在イスラム教徒の墓地を含む広大な

ガーデン地帯に旧内区を想定 している。 この仮説によるならば、西南地区

の城壁は旧都市の内区と外区の境界線として存在 していたこととなり5)、

内区移転後 も、継続 して墓域を維持 していたと考えられる。

2.パ ル ミラの墓

パル ミラでは紀元前か らローマ帝国によって壊滅される西暦273年 まで

の間、幾多の墓が建造 されている。

墓は大きく個人墓 と集団墓に分類することができる。

個人墓は、石灰岩の板石を組み合わせた箱式石棺の中に死者を直接埋葬

する方法と、素焼きの陶棺に埋葬する方法があり、時には墓の上部に板碑

を建てることもあるといわれる6)。個人墓は現在のパル ミラ博物館付近に

集中して発見された以外、類例に乏 しく、その性格は十分把握されていな

い。さらに当時の街道との関連も不明な点が多いことか ら、本稿では個人

墓には触れないまま以下の集団墓についてのみ言及をおこないたい。

集団墓には塔墓 ・神殿墓 ・地下墓の三様式(図3)が 認められている。
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塔墓と神殿墓は地上に建造 される地上墓である。塔墓は数階に分かれ、

これに属する墓のなかには数百体 もの死者を同時に埋葬管理す ることが可

能な もの もある。神殿墓は四方に柱をめぐらした中庭を持つ ものが一般的

である。半地下式二階建てのものや入り口の前面に柱が並ぶ ものなどが認

め られている。

地下を掘って建造される地下墓は、地上の建造施設を伴わないことから、

地上からの認識はほぼ不可能である。地下内部は 「地下宮殿」と称される

ように、加工装飾された石灰岩製の化粧石を壁の全面に張 り付けたものや、

ギ リシヤ神話に起因するフレスコ壁画などを施す例などがある。

こうした塔墓 ・神殿墓 ・地下墓の数は1994年 現在、新規に発見されたも

のも含δ6351基であった7)。 しか し崩壊著 しく判別不可能な墓や埋没 した

墓、痕跡 も残さず完全に崩壊 した もの もあることか ら、実際に建造された

正確な数は依然不明のままである。

パル ミラにおけるこれまでの研究成果から、ひとっの墓に埋葬される彼

葬者達は、原則として一部の奴隷階級を含む血縁的なっながりをもった家

族、または一族によって構成 されていることが判明 している8)。 しか し異

なる墓同士の血縁関係については不明瞭な点が多い。日本隊が発掘調査を

進めている東南地区の地下墓群C号 墓とF号 墓の例を挙げるならば、平面

図ではC号 墓の主室奥壁の数m頭 上をF号 墓の入口階段がすりぬけるほど

両墓は隣接 し、建造碑文の年代 もC号 墓が109年 、F号 墓が128年 と数世代

分の年数 しか離れていない。それにもかかわらず、互いの系譜には一致す

る個所が全 く認め られなか った9)。

3.本 稿 の 目的

本稿が問題とする街道とは、城壁の外、墓地か ら成る部分、すなわち外

区の街道のみに限定 している。これは城壁外の街道を石などで舗装するこ

とがなかったパル ミラでは、墓地のある外区以外での街道を復元する手立
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てがないためである。 したがって本稿の目的は、まず墓の配列や状態、そ

の立地などか ら外区全体の街道を復元 し、次にこうしたデータをもとに し

てパルミラにおける街道の構造 とその性格を、景観面から明らかに しよう

とするものである。ただ し、今回は街道の景観に焦点をおいているため、

墓建造の年代には特別に触れていない。これはパル ミラ人が求ある最終的

な街道景観のあり方を明確にしようとする意図によるものである。

IIパ ル ミラの街道復元

本章では、まずパル ミラを含む周辺地理をもとに した、広い視野から隊

商交通の復元をおこない、これまでの街道研究の成果と私的な現地調査に

もとつく独自の見解を踏まえて、街道の復元を試みる。

1.周 辺 地理 にみ る隊 商交通 の 復元

パル ミラはシリア・=アラブ共和国の大部分を占あるシリア砂漠の北辺に

位置する。ここは立地的にみれば地中海とメソポタミアの両地域を最短距

離で結ぶ最適な地点 といえる。地理的にはパル ミラ西南のダマスカスから

北東のユーフラテス河のハラビエまで続 く、全長約380km、 比高差約500m

の丘陵地帯が途中途切れる地点にあって、パル ミラはその丘陵の南斜面と

砂漠とが接する所に位置する。

砂漠を横断する隊商(キ ャラバ ン)は 、補給地点の少ない不毛な砂漠を

無作為に目的地へ と進むのではなく、一定の定まった経路に沿 って移動す

る。 これは砂漠にあって方位や行き先を見失 うことは直ちに死を意味する

ことになるからである。

シリア砂漠の場合、パルミラを経由するルー ト以外にも砂漠を直接横断

する南方ルー トがあったようであるが、そのルー トは目立 った目標物 もな

く水の補給地に乏 しい過酷なルー トであった10)。 これに対 してパル ミラ
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経由のルー トは丘陵地帯の斜面に沿って交通が行われるので、補給地点が

多 く点在 し、道を見失 うことも少ないという理想的なルー トであったと考

えられる(図1)。

パル ミラを起点として各ルー トを推定すると、それぞれのルー トが通る

地理的環境から、丘陵地帯を利用するルー トと砂漠地帯のルー トの二っの

ルー トに大別することができる。

丘陵地帯を基盤とするルー トはダマスカス方面ルー トとハラビエ方面

ルー ト、エメッサ(現 ホムス)方 面ルー ト、ハ レップ(現 アレッポ)へ 直

接抜けることができるシリアナ(現 イス リア)方 面ルー トの四方面のルー

トを想定す ることができる。この内、シリアナ方面ルー トだけが直接丘陵

地帯を縦断するルー トである。この山岳ルー トはあまり重要視されること

はなかったが、この地域にはパル ミラと同時期の多数の遺跡 とともに、宮

殿跡 と称される遺跡が発見されているため、単なる遺跡の点在地帯ではな

いことは確かなことである1D。

これとは別に比較的平坦な砂漠地帯を直接横断す るルー トに ドゥラ=

ユーロボス方面ルー トがある。このルー トは目標物の希薄なシリア砂漠を

直接横断するルー トで、直接ユーフラテス河に面する ドゥラ=ユ ーロボス

に至るルー トである1L)。

またハラビエ方面ルー トの途中でスゥーラ方面に分岐するスゥーラ方面

ルー ト(の ちのディオクレティアヌス道)も このルー トに属するとみてよ

いであろう。

2.街 道 復元 の研 究

街道の復元にとって墓は最も有益な資料なのであり、様々な問題を我 々

に提示する。パル ミラの三大様式ともいえる塔墓 ・神殿墓 ・地下墓は、

個 々の建造年代を碑文から検証 したところ、図4の ように様式ごとの時代

的変遷が確認 されたUD。 特に塔墓から神殿墓への建築様式の移行は顕著
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にあらわれている。

建造碑文からみる第一の段階は、パル ミラ都市創建より続 く塔墓様式の

みの時代で西暦70年代まで続 く。例外的に現在のバールシャミン神殿の裏

にある半地下式の地下墓(L)を 建造することはあったものの、基本的には

塔墓という一様式のみであった。地下墓が本格的に導入された第二の段階

である80年代からは、塔墓 と地下墓の二っの様式が平行 して建造される。

この組み合わせは130年代まで継続 し変化することはなかった。

第三の段階である140年 代を境に して、これまでの塔墓 と地下墓という

構図が崩れ始める。それまでの塔墓か ら一転 してパル ミラにとって新規に

導入された神殿墓様式が積極的に採用されることとなった。ここに神殿墓

と地下墓という新 しい構図が成立 し、この両様式はパル ミラの滅亡まで続

いた。

3.Gawlikowskiに よ る街道復 元

Gawlikowskiは 特に塔墓の内部構造に注 目し、構造の変化を建造年代

の差と捉え、街道の時代的変遷を明 らかにした14)。

氏が具体的に図化 した街道の変遷は、墓の谷地区と北地区西部について

のみであ り、西南地区については街道の存在を指摘するに留まっている

(図5)。

その街道復元方法は墓の出入口部分に着目するもので、向かい合い対峙

する墓や、軒先を揃えるよ うに一列に配する墓群の存在から、これらを

「街道に接するよう意図 して配置された墓」と捉え、こうした幾つかの街

道の断片を繋げることによって、街道全体の流れを復元しようとするもの

であった。

4.街 道 復元 の再 検討

パル ミラの街道は、碑文研究の成果によれば、西暦140年 代におこる地
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上建造物間の大規模な世代交代である、塔=墓から神殿墓への転換に一大画

期をみいだす ことができる15)。 一部を除く大多数の塔墓は、山頂や山の

中腹 といった街道とはやや距離をおいて建造されるのに対 し、神殿墓は平

地にあって街道に直接接するように建造される。こうした各様式本来の特

徴からすれば、神殿墓導入時期頃を境にして本格的な街道が整備されたと

いえよう。すなわち、パル ミラの街道はそれまでの塔墓を中心とする比較

的自由な幅をもった街道から一転 して、強い強制力を もって市街地まで誘

導する神殿墓中心の街道へと変貌するのである。Gawlikowskiが 著 した

街道の変遷 もまた、上記 と同様な傾向を示す ものであった。

街道を復元するにあたりGawlikowskiは 、常に墓の出入口正面を街道

に面するようにし、原則的には墓の裏側に街道を通すことはない。この法

則を もとにGawlikowskiが 復元する地区 も含め、復元がお こなわれな

かった北地区東部と東南地区について、現地調査の最新成果をもとに再度

復元を試みる。

現地調査は、奈良 ・シルクロー ド文化事業財団の主催するシリァ ・パル

ミラ遺跡発掘調査団(団 長樋口隆康)の 発掘調査16)に 参加 した際に、そ

の余暇を利用 してお こな った。その主要目的はWiegandが 集成する17)

墓の位置とその出入口の方位(入 口方位)の 確認にあった。

図2・6・7は その現地調査のデータをもとに、再度街道の復元をおこ

なったものである。

墓の谷地区

Gawlikowskiは この地域に墓が建造 され始めた紀元前頃、谷の南側だ

けに街道の存在を想定 していた(図5)。 この街道は谷の北側を通る新た

な街道の発生に伴 って2世 紀以降消滅すると説かれる。 しかしこの街道の

存在については積極的に賛成することができない。氏は墓群か ら南に離れ

て位置する塔墓No.16と、谷の東端に位置する塔墓No.53の二基を結ぶ街道の

存在を想定 している。 しか しNo.16は結局最後まで周辺に墓が営まれること
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なく単独の1基 のままであった。Gawlikowskiが 考えるように、街道の

整備が整 う西暦140年 頃を待たず してこの街道が消滅 したとする見方も可

能ではあるが、実はこの墓の存在理由は全 く別のところにあるのではない

かと思われる。

パル ミラで墓を建造する建築家達は、常にある一つのことを念頭に捉え

ている。それはあらゆるものの影である。彼 らは墓の建造場所を選定する

際に、特に日の出によって生ずる山の影に細心の注意をはらい、影となる

地域をさけ、常に太陽の光に満たされ る地域をえ らんで墓域 としてい

る18)。 塔墓Nα16の地点は東か ら延びる山影の北限にあたり、墓域の最南

端の境界線上に相当する地に位置 している。

また塔墓No.53は、その内部構造か らすれば塔墓初期の段階に位置づけら

れてはいるものの、塔墓としては極端に小規模であり、加えて内部の埋葬

施設に簡略化がみ られることなどの点か ら、初期段階の建造物とは考えに

くい。 こうした諸点をふまえるな らば両墓をっなぐ街道の存在を全面的に

否定することはできないものの、確実に存在する街道であるとは言い切れ

ないということになる。

西南地 区

西南地点の街道はGawlikowskiと 全 く同じであった。(図7左)

北地 区

北地区西部にある神殿墓群の街道について、Gawlikowskiは 幾度も交

差する街道を想定 している(図5)。 今回の調査から神殿墓列の入り口は、

氏 と同様基本的に南東方向に開口することで一致 した(図6下)。 しか し

本来の街道が交差するのか一直線に北上するものなのか結論をだすことは

で きない。本稿では比較のために、便宜上後者を掲載 した。

このほか、氏が復元を試みなかった中央部 と東部 とに合わせて二つの街

道Nos.130・131・132・132a・132bとNos.ll3・114・ll5・ll6・ll7… の存在を確

認 している。街道Nos.130・131・132・132a・132bは パル ミラ都市の移転 に
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よって、城壁内に取 り込まれて しまった旧街道であろう。墓Nα86・129d・

130・131・132・132a・173dなどと同様、旧パル ミラ都市を復元す る上で有効

な資料となるものである。

北地区と次項で述べる東南地区は、パル ミラの中でも特に墓が広範囲に

分布する地域である。 したがって街道復元に必要な総合的な情報が希薄と

なるため、復元作業 も一層の慎重を要する。北地区西部に復元された街道

の行方を、Gawlikowskiは 墓が建造されない帯状の空白地帯 に求めてい

る。 これはこの空白地帯北側に点在する東西方向に延びる帯状の墓からは、

正確な街道の復元が非常に困難であったためであり、今回の復元でも街道

を見いだすことはできなかった。

東南地 区

この地区はGawlikowskiが 全 く復元をおこなわなかった地域である。

この地域 も北地区同様広範囲に墓が点在す る。 この中で一一・ヶ所だけ墓群

Nos.180・181・182・184・203・204から成 る街道の一部を確認することがで き

た(図7右)。

皿 街道の景観

ローマ法の基礎になったといわれる 「十二表法」には他人の土地に人を

埋葬することを禁止する条文がある19)。 これは墓地が個人または一族の

所有する私有地であることを示唆するもので、その所有者が特別に認めな

い限り他人がこの地に死者を埋葬することはで きない。この法律そのもの

がローマと同様にパル ミラでも機能 していたとは断定できないが、ローマ

を含む地中海世界、およびメソポタミア世界まで広がる広大なヘレニズム

文化圏に共通する精神文化の中に、明確に明文化されないまでも、これに

近い思惟が息づいていた可能性は否定できない。

パル ミラにおいて、墓域が個人や一族によってどのように分割され、ど
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のように管理されているのか、正確に判断できる資料はこれまで発見され

ていない。また街道が公道なのか私道なのかという問題 も残されている。

少なくとも墓の谷地区を見る限りにおいて、街道は長年の蓄積によって整

備されていることに間違いはなく、個人や一族の枠組みを越えて街道が整

備されていたと考えられる。 しか しパル ミラでは、長年の蓄積が街道の整

備だけに留まらず、街道の景観にまで発展 した。

1.街 道 景観 の二 重構造

街道の舗装をおこなわなかったパル ミラでは、塔墓や神殿墓といった地

下墓をのぞく地上建造物によってのみ街道の復元が可能となる。これらの

建造物は現存する建造形態から 「単独」と 「並列」の二つに分類すること

ができる20)。

単独で建造する墓は、山頂や城門といった主要な地点に しか建造されな

い塔墓である。山頂の塔墓Nos.2・4・5・24・25・26・27は直接街道と関連する

のではなく、遠方か らパル ミラの位置確認をおこなうために重要な景物 と

なっている。城門に取 り込まれる形で建造された塔墓No.83cは、現状から

内区と外区との境界線に位置する街道沿いの墓であるといえる。この墓は

Nos.83・173な どと同様城壁に取 り込まれた墓で、都市創建の初期段階から

城壁の一部として計画されたのではなく、都市の移転または拡大に伴 う都

市計画の変更によって結果的に取 り込まれてしまったようである。

またこの他の墓に塔墓No.16や塔墓Nos.12・29・32などのような墓域の範囲

を表す もの21)や 、ガーデン付近のNo.Z1011)やバールシャミン神殿裏のNo.L

のように周辺に建造物が全 くない地点に単独で建造されたものなど、現段

階では性格が不明な墓も多い。

並列する墓は塔墓だけの列と神殿墓だけの列がある。第H章 第2節 で も

述べたように、塔墓と神殿墓との建造時期には明かな年代の差があり、ま

ず街道は北地区中央部の街道Nos.130・131・132・132a・132bのような、街道
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と しての十分な間隔を もって ゆ とりのあ る街道を整備す ることか ら始 まる。

墓の谷地区東部の街道 は、南北 に山を配 しそれぞれの山の斜面を利用 し

た塔墓列か ら、平地の神殿墓列へ とその移行が顕著であ る。 まず街道 は尾

根伝 い と山肌 に建造 された塔墓列 、街道 北側の塔墓列Nos.39a・39c・39d・

41・42・44・45・46と 南 側の塔墓列Nos.62・63・64・65・67・68と が 合 い対峙す る

ことによってその景観が形成 され る。その後の神殿墓の導入 に伴 い、神殿

墓列Nos.43・43a・73a・73c・75な ど による明確な街道が平地 に整備 され るに

至 った23)。

この ように街道 は、街道 に対す る遠 くの塔墓 と近 くの神殿墓 とい う、広

が りを持 った空間 的奥行 きを もつ 、新 たな る景観 を結 果的 に得 る こと と

な ったのであ る。遠景 と近景 の二っの風景を持つ街道の景観 は、 これ まで

以上 に墓域の空間を際立 たせ るだ けでな く、街道のあ り方に まで も強 い影

響を与え ることとな る。墓のお りなす遠 と近、 これがすなわ ちr街 道景観

の二重構造 」であ る。

街道景観の二重構造 は、上記 のよ うな山の斜面のみな らず平地で も全 く

異な る手法を用 いて表現 され る。平地での街道空間の広が りは、遠景 にお

いて は墓を並列 し、近景 にお いて は三角形 に建造す ることによ って得 るこ

とがで きた。

並列形態 は塔墓Nos.159・160・161・162や 神 殿墓Nos.186・187・188・188aが

あ る。神殿墓 は街道 に接す るよ うに建造 され るのが一般 的であ る。 しか し

神殿墓列Nos.186・187・188・188aだ け は周辺か ら突出 した高所に特別 に建造

され 、街道 に接す るとい うよ りは北地 区西部の塔墓列Nos.159・160・161・

162同 様 、 より遠方 か ら望 まれ ることを意図 して墓域 の広が りを際立 たせ

るよ うに建造 された と考え るのが 自然であ る。

この他、上記 と同 じ目的を もつ ものに、墓の谷地 区の東傾斜 面に建造 さ

れた塔墓列Nos.69・70・71・71a・71b・71cが あ る。 この墓列 は北地 区か ら入都

す る際に 目視出来 るだけでな く、パル ミラの顔 と して 、内区景観 の重要な
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一部 とな っている
。

三 つの塔墓 を基本 とす る三角形が街道 に接す るよ うに建造 され る墓 は、

西南地 区の塔墓群Nos.100・102・103と 、 北地区のNos.121・122・123・124、 東

南地区のNos.181・201・202・180で あ る。 この三角形 は、単 に街道 の奥 行 き

を表現す るだ けでな く、単調 な街道景観、最後 のア クセ ン トと して各街道

のよ り内区 に近 い個所 に建造 されて いる24)。

2.墓 とベ ル神殿

街道を渡る隊商は、高さ二十数mに 達する塔墓や正面装飾に優れた神殿

墓を眺あながらパル ミラの内区へと導かれ、また墓に見送られてつぎの目

的地へ と出発する。 しか しパル ミラの街道はこうした墓のおりなす街道景

観に加え、異なる属性をもつ巨大建築物が認められる。それはパル ミラ最

大級の規模と高さを誇る建築物、ベル神殿の存在である。

ベル神殿は西暦32年4月 に大規模な再建が行われている。 この時期まで

には旧ベル神殿が土台とする人工丘の上に、新たな基台を基礎とした新ベ

ル神殿が建立されたといわれている25)。

新ベル神殿が建立 される紀元1世 紀は、神殿墓様式が確立する以前に

あって、塔墓による街道の大枠が定義されっつある時期にあたる。いわば

今後の街道のあり方を定義する重要な時期に、ベル神殿はそれまでの旧神

殿から面目を一新 し、周辺地形よりもさらに高所な地点に建立されること

となったのである。こうした動 きによって新ベル神殿はこれまで以上に内

区はもとより、城壁の外である外区の街道か らも容易に見通すことが可能

な施設景観 となった。ベル神殿は内区にありながら遠くに位置する街道の

景観の一部として重要な地位を占めることとなるのである。(写真1・2)

街道の景観はベル神殿という堅固な背景を得ることにより、塔墓 と神殿

墓、そしてベル神殿という全 く性格の異なる建造物を一つの景観のなかに

はあ込むことに成功する。これはそれぞれが属する地域、墓に代表される

160



16

外区と神殿に代表される内区の融合を意味するものである。紀元1世 紀よ

り本格化す る外区と内区の視覚的接近は、西暦140年 代の神殿墓導入 に

よってさらに加速 し、街道を形成する墓群Nos.36・38・38a・38bとベル神殿

のような関係を生んだ。内区内にあって城壁に取り込まれた墓に見られる

精神面の融合は、こうした積み重ねの延長上にあるのではないだろうか。

3.街 道 の行程 復元

今日の街道はより円滑な交通をおこなうため、様々な道路標識によって

彩 られている。日本国内では全く同じ標識に統一されているが、世界に目

をむけると各国特有の種々様々な標識が存在する。隊商貿易をおこなうパ

ル ミラのように、異なった言語や人種、習慣を持つ人々が日々行き交う国

際都市では、誰 もが直感的に理解で きる標識が必要である。パル ミラに

とっての交通標識、それはまさに墓そのものであった。

墓 の谷地区

エメッサ方面か ら墓の谷地区を通ってパル ミラ内区に入都する場合、ま

ずパルミラ北西に連なる丘陵地帯を、複雑に入り組んだ数々谷間の中から

パルミラへと向かうただ一つの谷間を見つけ出すのが肝要である。こうし

た目的のために、この谷間入り口付近の山頂には、谷を隔てて対になるよ

うに塔墓No.2とNos.4・5が 建造されている。さらに塔墓No.6やNos.A・Bな ど

に誘導されなが ら谷の奥に進入すると、真 っ先に塔墓Nos.7・13・20などの

比較的隣接する墓群が現れる。やや離れた地点に街道に沿って散在する塔

墓Nos.12・29・30・31・32・16は単に墓域の限界を示すだけでなく、三角形に

並ぶ塔墓群Nos.9b・14・15などのように単調になりがちな街道の景観と墓域

全体に広がりと奥行きのアクセントを与える。こうした中、街道の最後に

見えているベル神殿の荘厳な巨大建築は、数km離 れているにもかかわらず

実際の距離を見誤るほどに近 く感 じ、かっ雄 々しい。

途中、歩き易い澗河(wadi)沿 いの街道か ら小高い小山の上にある街
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道を形成するNos.36・38・38a・38bまで強引に登らせるのは、街道をより直

線的に保持 しようとするためではなく、小山からベル神殿を美 しくかつ効

果的に望ませるための演出である。この地点が墓の谷地区一番の 「山場」

であり 「見せ場」であったといえる。

この後、小山か ら再び澗河に下りることによってベル神殿が見えな く

なった街道は、そのまま洞河に沿って城門まで導かれる。

西南地 区

ダマスカス方面から左手の丘陵伝いにパル ミラ近辺までやってきた隊商

は、周辺よりやや小高くなった台地状の地域に建造された墓群Nos.87・90・

90a・91などを発見する。ほぼ平坦 と言 って良いほどなだらかなこの東斜面

一帯は、 日の出に生 じる山の影に左右されることなく墓を建造することが

で き、墓の谷地区のような建造地点の制約は基本的にない。地上建造物に

限っていうならば、そのほとんどは街道に接する形で建造する。城門近 く

の塔墓群Nos.100・102・103の ような三角形に配する塔墓が街道景観に変化

をもたらしている。

ベル神殿をやや高所か ら望むこの地区は、街道沿いに建造された墓の切

れ目か ら神殿を直視することがで き、眼前間近の墓 と遠 くのベル神殿が一

体となって迫 ってくる。ここでは墓域全体が街道の 「山場」である。

北地 区

ハラビエ方面か らパル ミラに延びる丘陵を右手に沿 ってや って くる隊商

は、途中で南下する別の流れと合流する。その後、パル ミラを目指す彼 ら

の視野に最初に映るのは山頂の塔墓Nos.24・25・26・27である。さらにパル

ミラ近辺に近付 くと、山の斜面中腹に建造された塔墓群Nos.70・71・71a・

71b・71cなどが見え、程なくして広大な北地区一帯に点在する墓が眼前に

見えて くる。北地区には城壁によって閉ざされた街道と、唯一現存する街

道の合計三本の街道が認め られ る。 しか しここで重要 となる街道は、

Nos.ll3・114・115・116・ll7などの南北に延びる墓群が示す街道である。No.
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115aは六角形の基礎を持つ、 これまでパル ミラに見ることのなかった独特

な墓様式である26)。 これが これまでの墓様式以上に街道の入 り口を限定

するような指示性の高い建造物であるならば、隊商は北地区西方奥深 くに

まで進入することなく、一番近い北地区東端のこの街道に円滑に導かれる

はずである。

街道Nos.113・114・115・116・117…に導かれた隊商は、街道の遠方 に並列

する塔墓群Nos.159・160・161・162とその中間に散在する幾っ もの墓を一度

に望むことができ、一方、墓が希薄な街道の南東には、墓の間か ら巨大な

ベル神殿を眺めることができた。さらに街道の後半には三角形に建並ぶ塔

墓群Nos.121・122・123・124が認められ、街道 にアクセン トを添える。間 も

なく神殿墓群Nos.126・126a・126bに よって街道幅が制限されるが、やや間

隔の開 くNo.126とNo.126bの間を抜けて城門へと続 くのであろう。

この地区は起伏の乏 しい平地にあるため、墓の谷地区や西南地区のよう

にベル神殿を優雅に彩る 「山場」となるような地点はない。 しか し、新ベ

ル神殿がそれまでより数m以 上 も基礎を上げなければならなかった要因は、

神殿より高所に位置する墓の谷地区や西南地区から望む景観のためだけで

はな く、む しろ、この北地区や次項に記する東南地区といった平地か らの

展望のためにこそその真価が発揮されるのである。平地にあるにもかかわ

らず他のどんな建造物よりも突出 して高く巨大なベル神殿であること、 こ

のことこそがパル ミラにおける街道景観の、または都市景観の一大イベ ン

トであった。

東南地区

この地域は北地区同様平地であるたあか、広い地域一帯に墓が散在 して

おり、正確な街道を把握することは難 しい。さらにこの周辺には城壁およ

び城門といった内 ・外区との境界を示す建造物が見あたらないたあ、墓域

と内区とのかかわり合いが一層不明瞭となっている。今回確認 した街道で

ある墓群Nos.180・181・182… はその方角からして、 ドゥラーユーロボス方
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面、またはボロゲシア方面からシリア砂漠を直接横断するルー トの一端を

担っていた可能性が高い。

砂漠の中にあってなによりも一際映える、パル ミラ周辺に生茂ったナツ

メヤシなど緑の樹木を目指 してパル ミラ近辺にやってくる隊商は、やや高

所 に建造する神殿墓群Nos.186・187・188・188aを 目印として墓域内部へと

やってくる。また唯一判明 している街道を含めて墓群Nos.180・181・182…

一帯 も、平地である東南地区の中にあって広い範囲に高まる小山の上に建

造 していることか ら、このそれ自体格好の目標物となって隊商を導いて く

ることが考え られる。 しか しそれ以上にこの小山は、墓の谷地区のものと

同様ベル神殿を効果的に望むための街道景観の 「山場」として、最高の演

出を狙った ものである。

IVま とめ

パル ミラにとって街道景観のクライマ ックスは常にベル神殿 とある。 こ

うした演出は、それまでの装飾豊かな神殿墓や三角形に配する塔墓などか

らなる、墓の景観に最後の華を飾 るものである。これは墓が属する外区と

ベル神殿が属する内区との融合を意味するだけでなく、本来、城壁の内と

外で隔たれる二つの全 く異なる属性を、一つの景観 として容認することを

可能 とする、精神面での融合を示唆するものである。

隊商が ここを訪れるとき、誰 もが この美 しい景観に心を奪われる。 シリ

ア砂漠を渡 りきったという到達感と安堵感。そして不毛な砂漠地帯か ら突

然ひらかれる人工的な芸術建築の卓越 した建築意匠、様々な色と匂い。こ

れ らのすべてが長旅の疲れと喉の乾きを一時満たす強烈な刺激となって、

五感の隅々にまでに染み渡るのである。この景観を生みだ したパル ミラの

人々は、この一瞬の感動を得るたあに、パル ミラ建築の代表として塔墓と

神殿墓、そ してベル神殿のある街道景観を生みだ したのではないだろうか。
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この景観は、パル ミラ崩壊か ら遠 く現在に至るまで変わらず我々の前に存

在 し、滅ぶ ことのない永久のメッセージを我 々に投げかけているのである。

本稿は、平成6年 度奈良大学大学院修士論文を展開したものである。本

稿作成にあたり日頃より御指導いただいた樋口隆康、水野正好、泉拓良の

各先生方に厚 くお礼を申し上げます。また、現地では西藤清秀氏をはじあ

多くの研究者か ら度重なる御世話と御教示を得た。さらに、なら・シルク

ロー ド博記念国際交流財団、シルクロー ド学研究センターか らは様々な便

宜をはかって頂いた。記 して感謝の意を表 します。

(文化財史料学専攻 博士後期課程2年)
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)6

)7

)8

註

Plutarch,LifeofRomulus.(JosephRykwert,TheIdeaofATown,LON-

DON,1976.一 部 和 訳 前 川 道 郎 ・小 野 育 雄 訳r〈 ま ち 〉の イ デ ア 』 み す ず

書 房1991.)

J.Rykwert(1)に よ る。

MichaelRostovtzeff,Caravancities,OXFORD,1932.

(青 柳 正 規 訳r隊 商 都 市 』 新 潮 社1978.)

墓 域 は他 に遺 跡 北 方 の 「北 地 区 」 と東 南 方 向 の 「東 南 地 区 」 が あ り、 計 四 っ の

地 区が 確 認 され て い る。

北 地 区 と東 南地 区 の外 に城 壁 を め ぐ ら した痕 跡 は 、 今 まで の と ころ 詳 しい発 表

が お こな わ れ て い な い 。 パ ル ミラ 都 市 に お け る最 外 郭 の城 壁 は 、 墓 の 谷 地 区

な どの よ う に部 分 的 な もの に留 ま って い た可 能 性 も否 定 で きな い 。

小玉 新 次 郎 「隊 商 都 市 パ ル ミラの 研 究 」r東 洋 史 研 究 叢 刊 四 十 八 』 同 朋 舎 出版

1994.同 氏rパ ル ミラ ー隊 商 都 市 一 』 近 藤 出 版 社1980.同 氏r隊 商 都 市 パ ル

ミラ』 東 京 新 聞 出版 局1985.

杉 原 美 智 久 「シ リア ・パ ル ミラ遺 跡 の 墓 制 」平 成6年 度 奈 良 大 学 大 学 院 修 士 論

文.

墓 の 谷 地 区 の エ ラベ ー ル の 塔 墓(No.13)は 、 墓 内 の 埋 葬 碑 文 の 集 成 を も と とす

る 一 族 の 系 譜 が 判 明 し て い る(Chabot,Choixd'inscriptionsde

palmyre,PARIS,1922.小 玉 新 次 郎(6)の 訳 に よ る)ま た 、 墓 の 部 分 的 な売 却
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)9

)Ol

)ll

)21

)31

14)

15)

)61

17)

18)

19)

20)

21)

22)

も碑 文 よ り確 認 され て い るが 、売 却 相 手 との 血 縁 関 係 お よ び そ の 系譜 は 不 明

で あ る。

TOMBA.ANDCSOUTHEASTNECKOPOLISI)ALMYRASYRIA,

PUBLICATIONOFRESEARCHCHNTERFORSILKROADDLOGY

VOL.1,JAPAN,1994.F号 墓 の 建 造 年 代 は 、 シル ク ロ ー ド学 研 究 セ ン タ0

の 御 教 示 に よ る。

前 嶋信 次 ・加 藤 九 詐rシ ル ク ロ ー ド事 典(新 装 版)』 芙 蓉 書 房 出 版1993.Ross

Burns,MONUMENTSofSYRIA,LONDON,1992.M.A.Madoun,LE

LIMESRQMAINDANSLEDESERTSYRIE,1980.Hermann

Schreiber,SinfoniDerStrasse,1960.(関 楠 生 訳r道 の 文 化 史 』 岩 波 書 店

1962.)

DanielSchlumberger,LAPALMYRENEDUNORD-OVEST,PARIS,

1951.

小 玉 氏 は ドゥ ラ=ユ ー ロボ ス よ り さ らに ユ ー フ ラ テ ス 河 下 流 に あ る ボ ロ ゲ シ

ア との 直接 交通 も想 定 して い る 。(6)参 照 。

SchmidtColinet,PalmyrenischeGrabarchitektur,PALMYRA,LINZ,

1987.

M.Gawlikowski,monumentsfunerairesdepalmyre,warszawa,1970.

西 暦118年 か ら143年 に か け て 、 ラ テ ン名 を 持 っ パ ル ミラ市 民 が 急 増 し、 パ ル

ミラ の ロ ー マ 化 が 急 速 に進 行 す る現 象 が 認 め られ る と い う(泉 拓 良 「シ リア

・パ ル ミ ラ に お け る ロー マ化 の 問 題 」r文 化 財 学 論 集 』 文 化 財 学 論 集 刊 行 会

1994.)。 時 を 同 じ く して 塔 墓 か ら神 殿 墓 へ と転 換 す る墓 様 式 の 一 大 画 期 は、

こ う した新 しい風 潮 の な かで 開 花 し浸 透 した もの で あ ろ う。

パ ル ミラ遺 跡 東 南 地 区 の 調 査 は 、1990年 の 地 中 レー ダ ー探 査 に 始 ま る 。1993

年 シル ク ロ ー ド学 研 究 セ ン ター の 設 置 以 後 、 セ ン ター の 企 画 研 究 と して 実 施

継 続 さ れ 、1994年 に は東 南 地 区A・C号 墓 の 報 告 書 が 刊 行 さ れ た(9)。 現 在 、

F号 墓 の 調 査 を継 続 中で あ る。

TheodorWiegand,PALMYRA,BERLIN,1932.

(7)に よ る。

佐 藤 篤 士 「十 二 表 法 」r西 洋 法 制 史 料 選1』 創 文 社1981.

(7)に よ る。

第H章 第4節 。

Gawlikowski,1970年(1の に は登 録 番 号 が な く位 置 だ け が 掲 載 さ れ て い る 。Z

(ゼ ッ ト)ナ ンバ ー は杉 原 修 士 論 文 で付 け た登 録 番号 を さ す 。
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23)一 一部の墓列に塔墓と神殿墓が混合する場合がある。こうした複合墓列が、同時

期に成立するのか両墓に時期差が生ず るのかという問題は、今後の研究を待

たねばならない。

24)三 角形に塔墓を密集させるものに、墓の谷地区の塔墓群Nos.9b・14・15な どがあ

る。これらの墓は地下に塔墓 とは独立 した地下墓を持っ複合様式墓で、こう

した塔墓が三角形に配される理由として、景観的な要素を含む可能性 も否定

できないものの、東方に隣接する地下墓群 と同様、地下墓同士が接触 しない

たあの技術的なものであろう。

25)J.Cantineau,InventairedesinscriptionsdePalmyre,IX,BEY-

ROUTH,1933(小 玉新次郎訳(6>による)

26)詳 細 は未発表である。

summary

Pelmyrawasbuiltinthemiddleofthesyriandesert.Necropolisof

Palmyraisseparatedtofourarea-Avalleyoftombsnecropolis ,

South-westnecropolis,Northnecropolis,South-eastnecropolis-.

Theroadranthroughmanytombsinnecropolis.

TheroadslandscapeinnecropolismakesTempletomb(neardis-

tance),Towertomb(middledistance)andThetempleofBEL(ex-

tremedistance).
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パル ミラの諸街道 とその景観構成25

6m
血

図3パ ル ミラの墓様式(S.Colinet1987よ り)

(上:塔 墓 中:神 殿墓 下:地 下墓)
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塔 墓 神 殿 墓 地 下 墓

紀元前 1 9

後 1 9

10

20

30 33

40 40

50

60

70 73. 79

80 80. 83.83. 89 81. 87.89

90 94. 98.98

100 103 106. 108,109

110 118 113. 114,115. 116,118

120 120. 128 123. 124

130 133. 138,138. 138.

140 143,149 142. 144

150 150,159

160

170 171 179

180 186

190 193

200

210 212

220 225

230 236 232. 239

240

250 253 251

260

図4 墓の建造年代 (S.CoIinet 1987よ り)
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'/

墓の谷地区

兄 塔墓
口 神殿墓

且 地下墓
(黒塗りは入口方位不明)

西南地区

図5Gawilkowskiの 街道復元
(1970年 の図面を合成。城壁および墓は
パルミラ終末段階に存在していたもの)
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図6街 道復元
(上:墓 の谷地区 下:北 地区)
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上:写 真1

下:写 真2
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